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線
な
ど
主
要
道
路
の
整
備
に
現
実
的
な
目
途
が
立
ち
、

下
水
道
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
環
境
整
備
も
順
調
な
進
展
を

見
て
お
り
ま
す
。 

　
今
年
は
ご
要
望
の
多
か
っ
た
図
書
館
建
設
や
消
防
署
の
出

張
所
建
設
に
着
手
す
る
な
ど
、
皆
様
と
の
お
約
束
を
果
た
す

と
と
も
に
、
本
町
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
税
収
の
減
少
や
、
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
」
の
改
革
に
よ

る
補
助
金
の
縮
減
に
よ
り
、
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強

い
ら
れ
る
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
す
べ
て
ご
満
足

い
た
だ
け
る
総
仕
上
げ
と
は
な
ら
な
い
ま
で
も
、
五
十
年
の

歴
史
を
刻
ん
だ
八
郷
町
に
暮
ら
し
て
き
た
喜
び
と
満
足
感
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
一
年
に
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
今
、
八
郷
町
は
歴
史
的
な
日
程
の
中
に
身
を
置
い
て
い
ま

す
。
映
画
や
ド
ラ
マ
の
撮
影
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ

っ
て
八
郷
町
へ
の
注
目
度
が
ア
ッ
プ
し
て
き
て
い
る
中
で
、

八
郷
町
の
価
値
と
財
産
を
さ
ら
に
高
め
、
新
市
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
て
い
く
歴
史
的
な
一
ペ
ー
ジ
、
一
年
を
皆
様
と
と
も

に
綴
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

八郷町の総仕上げを　皆様とともに 

八郷町長　関  野  和  夫 

平成16年　新年のごあいさつ 平成16年　新年のごあいさつ 



⑶

割負担 

※3歳未満は2割負担 

割負担 

（一定以上所得者＊は2割負担） 

＊一定以上所得者 
同一世帯に一定以上（課税所得124 
万円）所得がある70歳以上の国保被 
保険者または老人保健対象者がいる人。 
（年収例） 
・単身世帯の場合 
（年金＋給与収入）：450万円以上 
・二人以上世帯の場合 
（年金＋給与収入)：637万円以上 

退
職
者
医
療
制
度
と
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加
入
者
で
、
会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
、
船
員
保
険
な
ど
の
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。 

75
歳
に
な
っ
て
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
る
ま
で
、退
職
者
医
療
制
度
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

退
職
者
医
療
制
度
と
は
？ 

年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら 

退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
資
格
を 

得
ま
す
。 

国
保
に
加
入
す
る 

会
社
な
ど
を
退
職
す
る 

年
金
受
給
権
を
取
得
す
る 

(

支
給
申
請
を
す
る)

『
国
民
健
康
保
険 

   

退
職
被
保
険
者
証
』 

               

が
交
付
さ
れ
る 

 

年
金
証
書
が
届
く 

知っておきたい 

国保の 
ポイント 

対 象 と な る 人 
次の条件のすべてにあてはまる人（退職被保険者）とその被扶養者です。 

被扶養者となる人 

国保に加入している人。 

 

老人保健の適用を受けていない人。 

退職被保険者の配偶者（内縁関係でも 
可)。退職者本人と同じ世帯で、主に 
その収入によって生活している三親等 
以内の人。 
 

退職被保険者（本人） 

国保に加入している人。 
（または、これから加入する人。) 
 
 

老人保健の適用を受けていない人。 

 
厚生年金や各種共済組合などの年金を 
受けられ、その加入期間が20年以上、 
もしくは40歳以降10年以上ある人。 
 

14日以内に 
国保の窓口に 
　　届け出 
 
必要なもの 

1.年金証書 
2.保険証 
3.印かん 
 

診療を受けるとき 

『国民健康保険退職被保険者証』を提示して診療を受けます。 
医療機関の窓口に 

 

医療費の自己負担 

退職被保険者・被扶養者ともに 

  歳未満は 
退職被保険者・被扶養者ともに 

歳以上は 

記事提供：茨城県国民健康保険団体連合会　（編集：㈱社会保険出版社） 

加　入　手　続 
加入手続は次のような流れで行います。 

75歳になったら老人保険制度で診療を受けます。 



　
平
成
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
の
任

期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
の
選
挙
は
、

十
二
月
十
四
日
に
町
内
二
十
七
の
投
票

所
で
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

投
票
が
行
わ
れ
、
午
後
七
時
か
ら
役
場

会
議
室
で
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
選
挙
か
ら
期
日
前
投
票
の
制

度
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
十
日
か
ら
十
三

日
の
期
間
中
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
八
時
ま
で
役
場
に
期
日
前
投
票
所

が
設
け
ら
れ
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

⑷

八
郷
町
議
会
議
員
一
般
選
挙 

町
民
の
代
表

町
民
の
代
表
20
人
が
決
ま
る

人
が
決
ま
る 
町
民
の
代
表
20
人
が
決
ま
る 

　
十
二
月
三
十
一
日
に
任
期
満
了
と
な
る
八
郷
町
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が
、
十
二
月
十
四
日
に
行
わ
れ
、
町
民 

の
代
表
二
十
人
の
み
な
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
町
の
発
展
の
た
め
に
み
な
さ
ん
の
活
躍
が 

期
待
さ
れ
ま
す
。
　
　 

　
当
日
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
各
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
午
後
七
時
か
ら
役
場
会
議
室
で
開
票 

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
は
、
期
日
前
投
票
が
は
じ
め
て
実
施
さ
れ
た
選
挙
で
し
た
。 

　
投
票
状
況
と
開
票
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

氏
名 

○
党
派
・
期
別 

○
年
齢 

○
住
所 

○
職
業
の
順 

　
　
（
敬
称
略
） 

期日前投票所（役場会議室） 期日前投票所（役場会議室） 

町議会議員選挙 

投票率   

78.18 
％ 

岡
　
野
　
孝
　
男 

　
○
無
新
一 

 

○
　
　
歳 

　
○
上
　
曽 

　
○
農
　
業 

       

櫻
　
井
　
信
　
幸 

　
○
無
現
二 

 

○
　
　
歳 

 

○
小
　
幡 

 

○
会
社
役
員 

   

塚
　
谷
　
重
　
市 

 

○
無
現
二 

 

○
　
　
歳 

 

○
小
　
幡 

 

○
農
　
業 

       

菱
　
沼
　
一
　
夫 

 

○
無
現
二 

 

○
　
　
歳 

 

○
東
成
井 

 

○
自
営
業 

 

島
　
田
　
久
　
雄 

 

○
無
現
二 

 

○
　
　
歳 

 

○
嘉
良
寿
理 

 

○
農
　
業 

       

永
　
山
　
公
　
士 

 

○
無
現
二 

 

○
　
　
歳 

 

○
上
　
林 

 

○
農
　
業 

  

川
　
井
　
貞
　
夫 

 

○
無
現
二 

 

○
　
　
歳 

 

○
柿
　
岡 

 

○
酪
農
業 

       

大
和
田
　
俊
　
樹 

 

○
公
明
党
現
二 

 

○
　
　
歳 

 

○
東
成
井 

 
○
農
　
業 

59

55

55

55

61

59

55

46



　
当
日
の
有
権
者
は
、
二
四
、
三
七
三

人
、
投
票
者
数
は
一
九
、
〇
五
四
人
で

投
票
率
は
七
八
・
一
八
％
で
し
た
。 

　
二
十
三
人
が
立
候
補
し
選
挙
の
結

果
、
新
人
一
人
、
元
職
四
人
、
現
職
十

五
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
候
補
者
別
得
票
数 

　
　
　
　
　
　
（
得
票
順
・
敬
称
略
） 

当
一
四
三
七
・
三
三
八
　
島
田
　
久
雄 

当
一
一
六
四
・
〇
〇
〇
　
岡
野
　
孝
男 

当
一
〇
五
七
・
五
三
一
　
川
井
　
貞
夫 

当
　
九
九
一
・
〇
〇
〇
　
大
和
田
俊
樹 

当
　
九
八
二
・
四
八
六
　
中
村
　
茂
夫 

当
　
九
三
三
・
八
一
七
　
菱
沼
　
定
夫

当
　
九
二
九
・
〇
〇
〇
　
入
江
　
貞
一 

当
　
九
二
七
・
〇
〇
〇
　
櫻
井
　
信
幸 

当
　
九
二
〇
・
〇
〇
〇
　
山
田
　
　
保 

当
　
九
一
一
・
六
六
一
　
嶋
田
佐
登
子 

当
　
九
〇
〇
・
〇
〇
〇
　
飯
村
　
嘉
男 

当
　
八
六
五
・
〇
〇
〇
　
塚
谷
　
重
市 

当
　
七
九
四
・
〇
〇
〇
　
永
山
　
公
士 

当
　
七
三
八
・
六
五
〇
　
菱
沼
　
一
夫 

当
　
七
〇
三
・
〇
〇
〇
　
岡
崎
　
　
忠 

当
　
六
八
〇
・
〇
〇
〇
　
谷
島
　
博
久 

当
　
六
五
一
・
四
二
三
　
鈴
木
　
光
雄 

当
　
六
三
八
・
〇
〇
〇
　
大
場
　
俊
之 

当
　
五
六
五
・
五
七
六
　
鈴
木
　
米
造 

当
　
五
五
八
・
〇
〇
〇
　
川
又
　
紀
征 

次
　
五
五
〇
・
五
一
三
　
中
村
　
峯
二 

　
　
五
四
六
・
〇
〇
〇
　
柳
岡
　
悦
子 

　
　
四
五
三
・
〇
〇
〇
　
大
槻
　
勝
男

　
　
　
　
　
（
無
効
票
　
一
五
七
票
） 

⑸

菱
　
沼
　
定
　
夫 

 

○
無
現
二 

 

○
　
　
歳 

 

○
東
成
井 

 

○
農
　
業 

       

嶋
　
田
　
佐
登
子 

 

○
無
元
三 

 

○
　
　
歳 

 

○
下
青
柳 

 

○
主
　
婦 

       

岡
　
　
　
　
　
忠 

 

○
無
現
三 

 

○
　
　
歳 

 

○
川
　
又 

 

○
農
　
業 

   

鈴
　
木
　
米
　
造 

 

○
無
元
三 

 

○
　
　
歳 

 

○
瓦
　
谷 

 

○
農
　
業 

       

中
　
村
　
茂
　
夫 

 

○
無
元
三 

 

○
　
　
歳 

 

○
小
　
幡 

 

○
商
　
業 

       

飯
　
村
　
嘉
　
男 

 

○
無
現
三 

 

○
　
　
歳 

 

○
太
　
田 

 

○
農
　
業 

 

大
　
場
　
俊
　
之 

 

○
無
現
四 

 

○
　
　
歳 

 

○
佐
　
久 

 

○
会
社
員 

       

川
　
又
　
紀
　
征 

 

○
無
現
四 

 

○
　
　
歳 

 

○
川
　
又 

 

○
農
　
業 

       

谷
　
島
　
博
　
久 

 

○
無
現
四 

 

○
　
　
歳 

 

○
瓦
　
谷 

 

○
農
　
業 

 

入
　
江
　
貞
　
一 

 

○
無
現
五 

 

○
　
　
歳 

 

○
大
　
増 

 

○
会
社
役
員 

       

鈴
　
木
　
光
　
雄 

 

○
無
現
五 

 

○
　
　
歳 

 

○
大
　
増 

 

○
町
議
会
議
員 

       

山
　
田
　
　
　
保 

 

○
無
元
七 

 

○
　
　
歳 

 
○
山
　
崎 

 
○
農
　
業 

 

62 42 74

67 67 63

71 63 42

72 77 68



⑹

◎
申
告
相
談
会
場
が
役
場
一
〇
一
会
議
室
に
か
わ
り
ま
す 

本
年
度
よ
り
申
告
会
場
が
八
郷
町
役
場
一
〇
一
会
議
室
の
み
で
の
申
告
相
談
と
な
り
ま
す
。 

◎
申
告
相
談
当
日
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の 

１
　
平
成
16
年
度
町
・
県
民
税
申
告
書
（
用
紙
は
、
申
告
会
場
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
） 

２
　
印
か
ん 

３
　
平
成
15
年
中
の
所
得
を
証
明
で
き
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
給
与
明
細
書
、
雇
用
主
の
支
払
証
明
書
、
支
払
調

　
　
書
な
ど
） 

４
　
事
業
所
得
（
営
業
等
・
農
業
）
、
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、
収
支
明
細
書
、
帳
簿
類 

５
　
各
種
控
除
（
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
国
民
年
金
、
農
業
者
年
金
、
生
命
保
険
、
損
害
保
険
、
医
療
費
、

　
　
寄
付
金
な
ど
）
の
領
収
書
、
証
明
書 

６
　
障
害
者
の
方
は
、
障
害
者
手
帳
ま
た
は
証
明
で
き
る
も
の
（
扶
養
者
が
該
当
す
る
場
合
も
同
じ
） 

７
　
勤
労
学
生
の
方
は
、
そ
の
証
明
書 

　
日
頃
よ
り
、
税
務
事
務
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
も
、
町
・
県
民
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
書
の
提
出
は
あ
な
た
の
町
・
県
民
税
の
基
礎

資
料
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
等
の
算
定
資
料
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
申
告
が
あ
り
ま

せ
ん
と
所
得
証
明
・
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
等
が
発
行
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
納
税
に
つ
き
ま
し
て
も

残
さ
れ
た
納
期
で
年
税
額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
一
度
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
申
告

期
限
（
三
月
十
五
日
）
近
く
は
、
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
二
月
二
十
二
日（
日
）・
二
十
九（
日
）に
限
り
休
日
申
告
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
平

日
の
来
庁
が
困
難
な
方
は
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
一
階
　
税
務
課
　
内
線
一
一
三
二 

申告相談会場　　役場101会議室 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

平
成
15
年
分
　
分
　
所
得
税
・
住
民
税
申
告
相
談
の
お
知
ら
せ

所
得
税
・
住
民
税
申
告
相
談
の
お
知
ら
せ 

平
成
15
年
分
　
所
得
税
・
住
民
税
申
告
相
談
の
お
知
ら
せ 



⑺

◎
お
知
ら
せ 

◇
申
告
会
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
農
業
所
得
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
を
申
告
さ
れ
る
方
は
、
収

　
支
内
訳
書
等
を
必
ず
記
入
の
上
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

　
ま
た
、
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
支
払
い
領
収
書
の
合
計
を
各
個
人
ご
と
、
ま
た
は
各
病
院
ご
と
に

　
あ
ら
か
じ
め
計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

  

◇
平
成
15
年
分
農
業
所
得
申
告
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
回
よ
り
収
入
金
額
が
四
〇
〇
万
円
以
上
の
方
は
、
収
支

　
計
算
に
よ
る
申
告
と
な
り
ま
す
。
収
入
金
額
四
〇
〇
万
円
以
上
の
方
は
、
経
費
目
安
割
合
方
式
に
よ
る
申
告
は
出

　
来
ま
せ
ん
の
で
、
経
費
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。
収
入
金
額
四
〇
〇
万
円
未
満
の
方
は
、
引
き
続
き
経
費
目
安
割

　
合
方
式
、
ま
た
は
、
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
と
な
り
ま
す
。 

  

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告
書
作
成
が
出
来
ま
す
。（http
://w
w
w
.nta.g

o
.jp
/

） 

 

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
必
要
事
項
を
入
力
す
れ
ば
自
動
で
所
得
税
の
計
算
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　
後
は
郵
送
に
て
税
務
署
に
送
付
す
る
だ
け
で
す
の
で
簡
単
で
す
。
※
郵
送
用
の
封
筒
は
役
場
に
も
あ
り
ま
す
。
　 

土
浦
税
務
署
で
は
、
平
成
15
年
分
確
定
申
告
期
間
中

の
、
平
日
（
月
〜
金
曜
日
）
以
外
で
も
、
２
月
22
日

と
29
日
の
日
曜
日
に
限
り
、
確
定
申
告
の
相
談
・
申

告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。 

◎
申
告
相
談
会
場
土
浦
税
務
署
（
署
外
会
場
で
は
行

　
っ
て
お
り
ま
せ
ん
） 

土
浦
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

土
浦
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

土
浦
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

2月10日（火） 

2月12日（木） 

2月13日（金） 

2月22日（日） 

2月29日（日） 

2月16日（月） 

 3月15日（月） 

八郷町役場 

１階101会議室 

 

八郷町役場 

１階101会議室 

◎還付申告のみ受付 
公的年金または給与のみの所得者で還付申告（所得税
を戻す申告）をされる方。 
 
◎青色申告を除く申告 
※税務署より来署要請を受けている方、譲渡所得（株
式譲渡含む）のある方及び贈与税申告の方は除きます。 

●２月22日・29日を除く土・日は申告相談を行いません。 

～
 

 

●申告相談日程〈受付時間：午前９時～正午・午後１時～４時〉 

月　　　日 
 

会　　場 
 

申 告 受 付 内 容  



⑻

八
郷
の
農
業
後
継
者
た
ち  

⑨ 

小
倉
　
野
　
村
　
　
大
さ
ん 

　    

い
ち
ご
経
営 

 

（26） 

  

　
新
し
く
建
て
た
敷
地
面
積
六
百
坪
の

ハ
ウ
ス
を
父
か
ら
譲
り
受
け
、
お
と
と

し
の
九
月
か
ら
経
営
者
と
し
て
小
幡
で

イ
チ
ゴ
作
り
を
ス
タ
ー
ト
し
た
野
村
大

さ
ん
。
現
在
、
妻
の
美
和
さ
ん
と
二
人

で
い
ち
ご
作
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

実
家
で
は
祖
母
と
両
親
が
大
さ
ん
と
別

経
営
で
い
ち
ご
作
り
を
し
て
い
ま
す
。 

　「
今
は
何
が
何
で
も
自
分
自
身
で
考
え

て
作
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
色
々
と

悩
み
も
多
く
、試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
」 

  

い
ち
ご
作
り
の
良
さ
は
幼
少
期
に 

　
大
さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら
祖
父
母
、
両

親
が
働
く
姿
や
、
人
に
い
ち
ご
を
あ
げ

た
時
の
喜
ぶ
顔
を
見
て
い
る
う
ち
に
、

い
ち
ご
作
り
の
良
さ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
も
そ
の

気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
に
持
ち
続
け
て
き

ま
し
た
。 

　
大
学
卒
業
後
は
、
父
の
後
を
継
ぎ
、

農
業
を
す
る
こ
と
を
決
め
、
父
か
ら
経

営
を
任
せ
ら
れ
る
前
の
一
年
間
、
新
治

村
の
農
園
で
い
ち
ご
の
他
に
野
菜
や
メ

ロ
ン
な
ど
、
農
作
物
作
り
の
指
導
を
受

け
、技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。 

 

　
病
気
に
は
神
経
を
使
い
ま
す 

　
大
さ
ん
の
栽
培
方
法
は
養
液
土
耕
栽

培
で
、
粉
状
に
し
た
杉
の
皮
や
ひ
の
き

の
皮
を
土
の
代
わ
り
と
し
て
使
い
、
い

ち
ご
の
苗
を
育
て
て
い
ま
す
。 

　「
木
の
く
ず
は
土
と
違
い
、
水
持
ち

が
良
く
、
肥
料
の
調
整
が
う
ま
く
い
く

ん
で
す
」
と
大
さ
ん
。
一
日
一
回
、
液

肥
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
流
し
ま
す
。
そ

の
日
の
天
候
に
よ
っ
て
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
が
違
い
、
生
育
も
変
わ
っ
て
く
る
の

で
、肥
料
の
調
整
は
難
し
い
よ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
い
ち
ご
は
病
気
に
か
か
り
や

す
く
、
中
で
も
う
ど
ん
粉
病
や
灰
色
か

び
病
、
炭
素
病
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
ま

す
。
病
気
は
育
苗
時
に
か
か
る
確
率
が

高
い
た
め
、
こ
の
時
期
は
特
に
神
経
を

使
う
そ
う
で
す
。 

　「
一
年
目
は
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
で
し

た
ね
。
二
年
目
の
今
は
色
々
考
え
て
作

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ち
ご
作
り

の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
」 

　
大
さ
ん
は
栽
培
方
法
の
研
究
も
怠
り

ま
せ
ん
。
他
の
農
家
に
出
向
き
、
現
場

を
見
学
し
た
り
、
話
を
聞
い
た
り
す
る

な
ど
、
独
り
よ
が
り
の
考
え
に
な
ら
な

い
よ
う
見
聞
を
広
め
る
努
力
も
し
て
い

ま
す
。 

　 　
こ
の
仕
事
は
私
の
天
職
で
す 

　
大
さ
ん
の
農
園
で
は
直
売
と
も
ぎ
取

り
で
収
入
を
得
て
い
ま
す
。 

　「
出
来
る
だ
け
市
場
に
は
出
さ
ず
に
、

お
客
様
の
意
見
が
直
接
聞
け
る
よ
う
に
、

あ
え
て
直
売
と
も
ぎ
取
り
だ
け
に
し
て

い
る
ん
で
す
」
　 

　
も
ぎ
取
り
で
は
、
量
り
売
り
も
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
お
客
様
の
声
を
取
り

入
れ
て
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

ハ
ウ
ス
内
は
車
椅
子
の
方
も
楽
に
通
れ

る
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
お
り
、
棚
も
い

ち
ご
狩
り
が
で
き
る
ち
ょ
う
ど
良
い
高

さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　「
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
第
一
に
お

客
様
が
お
い
し
い
と
思
え
る
い
ち
ご
作

り
を
す
る
こ
と
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
、

「
そ
し
て
同
業
者
の
方
が
視
察
に
訪
れ

る
よ
う
な
農
園
に
す
る
こ
と
が
夢
で
す

ね
」
と
意
気
揚
々
と
話
し
ま
す
。
い
ち

ご
作
り
は
天
職
だ
と
言
う
大
さ
ん
の
瞳

は
、
希
望
と
誇
り
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
来
月
号
も
引
き
続
き
農
業
後
継
者
の

紹
介
を
い
た
し
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ

さ
い
。 

 

「自分の選んだ道ですから、責任を持って取組んでいます」と 

大さん。ハウスの中で。 

  

試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す だ

い 



⑼

○一般図書 
魂の自由人　　　　　　　　曽野　綾子 

母へのラブレター　　　　　「母へのラブレター」発行委員会 

あなたが食べてる食品添加物　   

　　　　　　　　　　　　　食品添加物研究会 

歴史で読み解く日本遺産　　河合　敦 

約束の冬（上・下）　　　　宮本　輝 

バーベキュー料理73メニュー 

　　　　　　　　　　　　　太田　潤 

柴犬の飼い方　　　　　　　吉田　賢一郎 

がんと一緒にゆっくりと　　絵門　ゆう子 

本気で叱って抱きしめて　　奥本　千絵 

安政五年の大脱走　　　　　五十嵐　貴久 

 

  

 

本の貸し出しは１人 

当たり１回５冊まで 

です。 

 

貸し出し期間は２週 

間です。土・日もご 

利用できます。 

 

○児童図書 
あらいぐまパンドラの大冒険　H・M・メニーノ 

ジキル博士とハイド氏　　　　スティーブンソン 

ありがとうのきもち　　　　　柴田　愛子 

かめのヘンリー　　　　　　　ゆもとかずみ　　　 

ちいさなちいさなおばあちゃん 

　　　　　　　　　　　　　　エルサ・ベスコフ 

すてきなぼうし　　　　　　　あまんきみこ　　　　 

アースシーの風　　　　　　　U・K・ルニグウィン 

おねがいだからなかよくしてね 

　　　　　　　　　　　　　　キャスリン・ホワイト 

おじいちゃんわすれないよ　　ベッテ・ウェステラ 

こわがりのかえるぼうや　　　キティ・クローザー　 

  
※図書室の未返却本が300冊以上あります。お心あたりのある方は返却していただきますようお願いいたします。 

問い合わせ先　中央公民館 TEL43－6262

新 刊 図 書 の ご 案 内  

 

「
早
春
の
花
と
福
寿
草
展
」
 

　
早
春
の
花
と
福
寿
草
を
使
っ
て
創
作
展
示
い
た
し
ま
す
。
 

 「
絵
て
が
み
展
」
 

　
今
人
気
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
絵
て
が
み
を
多
数
 

　
展
示
い
た
し
ま
す
。
 

 「
早
春
の
草
花
販
売
」
 

　
プ
リ
ム
ラ
・
サ
イ
ネ
リ
ア
等
の
早
春
の
草
花
を
 

　
お
手
頃
価
格
に
て
販
売
い
た
し
ま
す
。
 

 「
園
芸
教
室
」（
福
寿
草
の
楽
し
み
方
）
 

　
二
月
八
日
（
日
）
十
三
時
三
〇
分
か
ら
 

　
福
寿
草
の
手
入
れ
と
楽
し
み
方
に
つ
い
て
の
講
話
 

　
と
実
技
指
導
を
行
い
ま
す
。
〈
受
講
無
料
〉
 

 

　
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
『
春
を
呼
ぶ
福
寿
草
 

ま
つ
り
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
二
〇
〇
〇
㎡
の
福
寿
 

草
園
に
は
、
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
て
咲
く
、ふ
く
よ
か
な
 

福
寿
草
の
花
が
楽
し
め
ま
す
。
 

 春
を
呼
ぶ
福
寿
草
ま
つ
り
 

 
開
催
期
間
　
二
月
七
日（
土
）か
ら
二
十
二
日（
日
）
 

開
園
時
間
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
入
園
は
午
後
三
時
三
〇
分
ま
で
）
 

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
　
〇
二
九
九
（
四
二
）
四
一
一
一
ま
で
 

花と緑の楽園 
茨城県 期

間
中
の
催
し
物
（
園
芸
教
室
以
外
は
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
） 

 



⑽

有
明
中
学
校 
学校あれこれ 

⑬

　
有
明
中
学
校
は
、
生
徒
数
百
九
十
三 

名
の
学
校
で
す
。
昇
降
口
か
ら
校
庭
を 

見
渡
す
と
東
に
難
台
山
、北
に
吾
国
山
、

西
に
加
波
山
、
葦
穂
山
、
南
に
筑
波
山 

が
一
望
で
き
、
春
の
桜
、
秋
の
紅
葉
と 

四
季
折
々
の
変
化
を
背
景
に
勉
強
に
運 

動
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

　
本
校
で
は
、
「
明
る
く
、
思
い
や
り 

と
感
動
を
す
る
心
を
も
っ
た
生
徒
」
、 

「
理
想
を
も
っ
て
、
自
ら
学
び
、
考
え 

ね
ば
り
強
く
解
決
す
る
生
徒
」
の
育
成 

を
目
指
し
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て 

い
ま
す
。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

①
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
実
践
し

よ
う 

「
う
わ
ー
苦
し
ん
で
い
る
。」 

「
か
わ
い
そ
う
。」 

　
こ
れ
は
喫
煙
防
止
教
育
の
授
業
の
中 

で
、
一
本
の
た
ば
こ
を
少
量
の
水
で
ほ 

ぐ
し
そ
の
中
に
ミ
ミ
ズ
を
入
れ
た
と
き 

の
生
徒
の
声
で
す
。
ミ
ミ
ズ
に
は
気
の 

毒
で
す
が
、
た
ば
こ
の
ニ
コ
チ
ン
に
は 

血
管
収
縮
作
用
が
あ
り
体
に
よ
く
な
い 

こ
と
を
視
覚
的
に
捕
ら
え
る
た
め
に
、 

こ
の
よ
う
な
実
験
を
行
っ
た
訳
で
す
。 

　
本
校
で
は
、
担
任
と
養
護
教
諭
が
連 

携
し
て
、
広
告
な
ど
に
よ
る
た
ば
こ
の 

イ
メ
ー
ジ
と
タ
バ
コ
の
本
質
に
つ
い
て 

話
し
合
う
授
業
、
友
人
や
先
輩
に
た
ば 

こ
を
勧
め
ら
れ
た
場
合
の
断
り
方
等
実 

際
の
場
面
を
想
定
し
た
寸
劇
を
行
う
授 

業
、
禁
煙
体
験
者
か
ら
話
を
聞
く
な
ど 

の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。 

              

　
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
少
し
ず
つ
健
康 

的
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
や
自
ら
の 

生
き
方
に
つ
い
て
自
分
自
身
を
見
つ
め 

る
態
度
が
身
に
付
い
て
き
て
い
ま
す
。 

 

②
地
域
の
人
か
ら
生
き
方
を
学
ぼ
う 

　
本
校
で
は
、
地
域
の
素
材
や
学
習
の 

場
を
生
か
し
、
地
域
の
人
々
と
の
関
わ 

り
や
体
験
を
通
し
て
、
生
き
方
を
学
ぶ 

学
習
活
動
を
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」 

や
「
学
級
活
動
」
の
時
間
に
行
っ
て
い 

ま
す
。 

●
一
年
生
は
、
「
ふ
る
さ
と
を
再
発
見 

し
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
地
域
の
よ

さ
や
課
題
を
地
域
の
人
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。 

　
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
人
、
こ
の
地 

域
の
よ
さ
に
ひ
か
れ
て
移
り
住
み
活
躍 

し
て
い
る
人
か
ら
直
接
話
を
聞
い
た
り 

職
場
体
験
活
動
を
行
う
こ
と
を
通
し
て 

そ
の
人
の
取
り
組
む
姿
勢
や
情
熱
、

生
き
方
な
ど
を
肌
で
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
な
ど
が
大
き
な
収
穫

で
し
た
。 

●
二
年
生
は
、
「
働
く
と
は
何
か
」

「
何
の
た
め
に
働
く
の
か
」
と
い
う

こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
、
お
店
や
事
業

所
、
病
院
な
ど
で
『
職
業
体
験
』
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

●
三
年
生
は
、
地
域
の
人
々
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
地
域
に
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
に

で
き
る
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
生

き
方
を
考
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

　
鳴
滝
周
辺
の
環
境
を
守
る
た
め
に
ゴ

ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に
と
立
て
札
を
立

て
た
り
、
空
き
缶
拾
い
を
す
る
活
動
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
、
「
思
い 

や
り
と
感
動
を
す
る
心
を
持
っ
た
生
徒
」

「
健
康
で
主
体
性
の
あ
る
生
徒
」
が
育

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
文
責
　
有
明
中
学
校
長
　
萩
原
福
次
） 

自
己
を
見
つ
め
未
来
へ
翔
た
け 

 

 
　
最
近
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ

リ
（
ピ
ロ
リ
菌
）
と
い
う
言
葉
を
聞

く
機
会
も
多
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
胃
潰
瘍
・
十
二
指
潰
瘍
に
か

か
っ
て
い
る
人
の
多
く
が
、
ピ
ロ
リ

菌
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
以
前
、
胃
は
強
酸
な

の
で
、
菌
な
ど
は
い
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
ピ
ロ
リ
菌
は
、
ウ

レ
ア
ー
ゼ
活
性
を
持
ち
、
こ
れ
は
、

胃
粘
液
中
の
尿
素
を
分
解
し
ア
ン
モ

ニ
ア
と
二
酸
化
炭
素
を
産
生
し
ま
す
。

ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
胃
酸
を
中
和
し
ピ

ロ
リ
菌
を
胃
内
で
生
き
る
事
を
可
能

に
し
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染

し
て
い
る
と
、
必
ず
潰
瘍
に
な
る
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

率
は
非
常
に
少
な
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
再
発
な
ど
を
く
り
返
す
場
合

は
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
が
非
常
に
有

効
な
手
段
に
な
り
ま
す
。 

　
実
際
に
は
、
上
部
内
視
鏡
検
査
や

バ
リ
ウ
ム
を
飲
む
造
影
検
査
な
ど
で

潰
瘍
を
確
認
し
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
が

疑
わ
れ
る
場
合
、
次
の
五
項
目
の
検

査
が
保
険
適
応
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

①
迅
速
ウ
レ
ア
ー
ゼ
試
験
②
鏡
検
法
③

培
養
法
（
①
②
③
は
内
視
鏡
に
よ
り
組

織
を
と
る
検
査
）
④
抗
体
検
査
（
血
液

に
よ
る
検
査
）
⑤
尿
素
呼
気
検
査
（
息

を
は
く
だ
け
の
検
査
）
そ
の
他
、
尿
検

査
、
便
検
査
、
唾
液
検
査
な
ど
も
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
は
保
険
適
応
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
検
査

で
、
ピ
ロ
リ
菌
の
有
無
を
判
定
し
ま
す
。

陽
性
な
ら
ば
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
を
お

勧
め
し
ま
す
。
除
菌
に
は
、
一
週
間
ほ

ど
お
薬
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
が
、

抗
生
物
質
な
ど
も
服
用
す
る
た
め
、
副

作
用
も
あ
り
ま
す
。
除
菌
を
す
る
と
、

潰
瘍
再
発
の
可
能
性
が
非
常
に
低
く
な

り
ま
す
。 

　
し
か
し
潰
瘍
と
思
っ
て
い
て
も
、
悪

性
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
上
部
内

視
鏡
に
よ
る
組
織
検
査
は
必
要
で
す
。

除
菌
後
、
逆
流
性
食
道
炎
や
ビ
ラ
ン
な

ど
を
起
こ
す
場
合
も
頻
度
は
少
な
い
で

す
が
あ
り
ま
す
。
お
近
く
の
医
療
機
関

な
ど
へ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、住
民
検
査
で
は
、
バ
リ
ウ
ム
を

飲
む
造
影
検
査
な
ど
も
ふ
く
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

く
り
返
す
潰
瘍
と
ピ
ロ
リ
菌 

   

豊
後
荘
病
院 

　
　
　
内
科
　
小
松
　
雅
彦
　
医
師 

喫煙防止教育の授業風景 喫煙防止教育の授業風景 



⑾

    

平
成
　
年
　
月
４
日
生
ま
れ 

父
　
唯
史
さ
ん
　
母
　
一
美
さ
ん 

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
人
見
知
り
し
な
い
男
の
子
で
す
。
人

が
家
に
来
る
と
、
座
布
団
や
お
茶
を
出

す
な
ど
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
あ
ち
こ
ち
ド
ラ
イ
ブ
に
行
く
の
が

好
き
で
、
ユ
ン
ボ
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を

見
て
は
大
騒
ぎ
で
す
。
み
ん
な
と
仲
良

く
で
き
る
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
。 

大  

増  

 

岡 

本 

岳 

流
ち
ゃ
ん 

 

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル 

【材料】（４人分） 
○鶏もも肉　２枚　○ごぼう（細目のもの）２本

○にんじん　１本　○たこ糸　Ａ｛だし汁　２

カップ・みりん　大さじ２・砂糖　大さじ２・

しょうゆ　大さじ３・酒　大さじ２｝ 

【作り方】 
①鶏肉は厚みに包丁を入れて薄く切り開く。②

ごぼうは皮をこそげ、肉の幅に合わせて切りそ

ろえ、10分間程ゆでる。③にんじんは、ごぼう

の太さと同じくらいにし、長さもそろえる。④

鶏肉にごぼうとにんじんをのせて巻き、タコ糸

で巻いて形を整える。⑤鍋にＡを入れて煮立た

せ④を並べ入れて中火で15～20分ほど煮る。⑥

煮汁に浸したままおいて、粗熱を取り、タコ糸

をはずして適宜に切る。 

※ゆで卵をいっしょに煮ると、より美味しく召し上がれます。 

食生活改善推進員（ヘルスメイト） 
大　槻　直　枝（太田） 

 

八
郷
の
歴
史 

（34） 

　
現
石
岡
市
に
は
常
陸
国（
現
茨
城
県
）の
「
国

府
」
が
あ
り
ま
し
た
。
「
国
府
」
と
は
、
古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
、
常
陸
国
な
ど
日
本
全
国

の
国
々
に
設
置
さ
れ
た
行
政
機
関
で
す
。
ち
ょ

う
ど
現
在
で
い
う
県
庁
に
あ
た
る
機
関
と
考
え

て
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
石
岡
の
国
府

は
常
陸
国
内
の
行
政
・
経
済
の
中
心
と
な
る
地

で
し
た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
八
郷
町
は
、
そ
の

国
府
に
近
接
し
て
い
た
た
め
、
極
め
て
重
要
な

地
理
環
境
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
国
府
は
お
も
に
「
国
司
」
と
呼
ば
れ
る
官
人

が
京
都
よ
り
下
向
し
て
行
政
に
あ
た
っ
て
い
ま

し
た
。
国
府
で
は
、
「
国
司
」
の
長
官
に
あ
た

る
「
国
守
」
が
京
都
か
ら
赴
い
て
行
政
を
指
揮

す
る
こ
と
が
通
常
で
す
。
し
か
し
、
常
陸
国
の 

   

場
合
「
親
王
任
国
」
と
い
う
制
度
で
、
天
皇
の

兄
弟
や
皇
子
が
「
国
守
」
の
地
位
に
就
い
て
い

た
た
め
、
実
質
的
な
国
の
行
政
は
次
官
で
あ
る

「
国
介
」に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
安
時
代
後
期
に
は
「
国
介
」
も
実
際
に
は
常

陸
国
に
赴
か
な
い
事
が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
動
向
を
経
て
、
国
府
を
中
心
に

展
開
し
た
行
政
は
、
お
も
に
「
在
庁
官
人
」
と

呼
ば
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
国
府
は
「
国
庁
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
た

め
、
「
実
際
に
国
庁
に
在
る
官
人
（
役
人
）
」

と
い
う
意
味
で
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
彼
ら
は
常
陸
国
内
の
各
所
領
へ
の
徴
税
や
税

の
収
納
を
は
じ
め
、
重
要
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
彼
ら
も
自
身
で
所
領
経

営
な
ど
の
経
済
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
在
庁
官
人
の
所
領
は
「
在
庁
名
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
常
陸
国
に
は
多
く
の

在
庁
官
人
が
お
り
ま
し
た
が
、
彼
ら
の
在
庁
名

が
何
処
に
あ
っ
た
の
か
、
全
部
を
特
定
す
る
こ

と
は
な
か
な
か
困
難
で
す
。 

　
し
か
し
、
全
国
的
な
事
例
か
ら
、
在
庁
名
は

国
府
近
辺
に
展
開
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
若
干
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
常

陸
国
の
事
例
で
も
、
や
は
り
国
府
近
辺
に
在
庁

名
が
実
際
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

ま
す
。 

　
な
か
で
も
、
百
済
（
平
岡
）
氏
と
い
う
在
庁

官
人
の
所
領
に
つ
い
て
は
、
石
岡
市
の
税
所
文

書
の
延
元
元
年
（
一
三
三
六
）
八
月
三
日
の
百

済
家
成
譲
状
案
に
「
鬼
越
在
家
壱
所
」
と
あ
っ

て
現
在
の
八
郷
町
根
小
屋
鬼
越
と
想
定
で
き
ま

す
。
こ
の
ほ
か
現
八
郷
町
付
近
に
は
多
く
の
在

庁
官
人
の
所
領
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
一
方
、
鎌
倉
時
代
に
は
お
も
に
常
陸
国
の
治

安
維
持
に
あ
た
っ
た
「
守
護
」
と
よ
ば
れ
る
幕

府
の
役
人
や
、
そ
の
縁
者
の
所
領
も
現
八
郷
町

域
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

一
四
世
紀
に
は
鎌
倉
幕
府
の
中
心
で
あ
っ
た
北

条
氏
の
所
領
と
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
中
世
の
八
郷
町
は
常
陸
国
に

お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
人
々
が
行
き

交
う
場
で
あ
っ
た
の
で
す
。
『
八
郷
町
史
』
刊

行
の
折
り
に
は
、
こ
れ
ら
の
所
領
が
国
府
や
常

陸
国
の
情
勢
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
な
が
ら
存

在
し
た
の
か
、
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　 

　
町
史
編
さ
ん
専
門
調
査
員
　 

 

　
　
　
　
　
　
中
世
　
　
守
　
田
　
逸
　
人 

 

わたしの手料理 

「
中
世
の
常
陸
国
府
と
八
郷
町
」 

鶏肉の八幡巻き 

 

た
け
　
　
る 

13

12



評
　
玄
潮
会
理
事
　
　
森
　
　
浩
　
亭 

 習
字
コ
ー
ナ
ー 

　
強
い
線
で
大
き
く
の
び
の
び
と
書
け

た
作
品
で
す
。 

    

　
伸
び
や
か
で
堂
々
と
し
た
作
品
。
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。 

 

恋
瀬
小
　
二
年
　
飯  

島  

綾  

夏 

      

 

恋
瀬
小
　
四
年
　
石  

井  

渉  

大 

       

 

⑿

　
　
　
小
学
生
の
話
し
声
が
道
路
の
方
か
ら

　
　
　
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
集
団
登
校
で

す
。
見
る
と
五
人
と
、
人
数
は
少
な
め
で
す

が
、
顔
を
お
互
い
に
合
わ
せ
た
と
き
は
必
ず

あ
い
さ
つ
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

下
校
の
時
は
、
私
の
仕
事
場
の
窓
に
向
か
っ

て
手
を
振
っ
て
く
れ
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
時

で
す
。
　
　
　
小
幡
　
藤
田
ま
さ
子
（
47
） 

　
　
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

る
現
代
で
す
が
、
あ
た
た
か
み
を
感
じ
る
お

話
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
に
地
域
で
見
守
ら
れ

な
が
ら
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
幸
せ
だ
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
係 

　
　
　
町
村
が
合
併
し
た
後
、
諸
々
の
役
所

　
　
　
関
係
の
事
務
手
続
き
等
で
の
サ
ー
ビ

ス
低
下
が
心
配
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
佐
久
　
外
口
光
子
（
60
） 

　
　
合
併
に
あ
た
っ
て
は
現
行
の
サ
ー
ビ
ス

水
準
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
、

現
在
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
特
に
、
各
種
事
務
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

は
、
合
併
し
て
も
現
在
の
役
場
を
支
所
と
し

て
そ
の
ま
ま
活
用
す
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
な
ど
を
拡
充
し
て
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
よ

り
身
近
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
課 

　
　
　
た
し
の
手
料
理
を
毎
月
楽
し
み
に
見

　
　
　
て
い
ま
す
。
「
せ
っ
か
く
作
っ
て
く

れ
た
料
理
な
の
で
カ
ラ
ー
だ
と
も
っ
と
お
い

し
そ
う
に
見
え
て
い
い
の
に
な
」
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名 

　
　
確
か
に
料
理
は
カ
ラ
ー
の
方
が
お
い
し

さ
が
よ
り
伝
わ
り
ま
す
よ
ね
。
前
向
き
に
検

討
い
た
し
ま
す
。
ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
係 

　
　
　
災
無
線
は
、
屋
内
だ
け
で
な
く
、
屋

　
　
　
外
で
も
聞
け
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
　 

　
　
　
　
　
　
東
成
井
　
菅
谷
健
一
（
21
） 

　
　
防
災
無
線
を
屋
外
で
も
聞
け
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
と
の
ご
要
望
で
す
が
、
定
時
放

送
（
朝
七
時
と
夜
七
時
）
の
時
間
帯
は
皆
さ

ん
が
家
に
い
る
こ
と
と
判
断
し
、
屋
内
の
み

の
放
送
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
水
道
の
断

水
な
ど
、
日
中
の
緊
急
を
要
す
る
放
送
は
、

皆
さ
ん
が
家
の
外
に
い
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
か
ら
屋
外
放
送
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
係 

 

「
わ
た
し
も
一
言
」 

♣

♣ ♣

♣

朝 

わ 

市 

防 

P.N　エビ 

 

  

  

 

P.N　ｃｈｉｙｕｋｉ 

  

 
太田　高野　愛子 

  

P.N　スマイル 

  

 

月岡　萩原　志づ 

   

 



⒀

３つの答えの中から正解を選びハガ

キに書いて送ってください。 

①12月14日に行われた八郷町議会議

員一般選挙の投票率は何パーセント

でしたか？ 

Ａ－77.18％　Ｂ－78.18％ 

Ｃ－78.88％ 

②今年の申告相談会場はどこで行わ

れますか？ 

Ａ－中央公民館　 

Ｂ－役場101会議室　 

Ｃ－総合運動公園 

③自分の農地を農地以外の地目に転

用するときは、農地法の何条の許可

が必要となりますか？ 

Ａ－3条　Ｂ－4条　Ｃ－5条 

【応募の方法】 

☆ハガキに広報クイズ190と書き、

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏

名、年齢、世帯主と「私もひとこと」

へのご意見や広報の感想などを書い

て送ってください。イラストやマン

ガも大歓迎。 

☆締切日　平成16年２月15日 

　　　　　（当日消印有効） 

☆応募先　〒315-0195　八郷町柿岡

　　　　　5680－1 

　　　　　八郷町役場秘書広聴課 

☆当選者の発表　本紙3月号 

【広報クイズ188の当選者の発表】 

正解は①－Ｃ、②－Ａ、③－Ｃでし

た。応募総数41通、正解39通の中か

ら次の10人が正解しました。 

飯塚美恵子（下林）入江とし（大増）

海野顕（大増）岡野まち子（瓦谷）

塩谷節子（須釜）菅谷健一（東成井）

外口光子（佐久）細谷光夫（片野）

松下肇（柿岡）吉田幸子（山崎）　

　　　　　　　　　　　【敬称略】 

　全問正解者のなかから 

抽選ですてきな賞品が当 

たるよ　 

広報ク
イズ  

190

やさと文芸 

や

さ

と

　
昭
和
四
十
七
年
当
時
の
成
人
式
典 

（
柿
岡
中
）
。
こ
れ
ま
で
は
鹿
島
神
宮 

の
神
前
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ 

の
年
か
ら
は
会
場
を
変
え
ま
し
た
。
自 

宅
か
ら
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
晴 

れ
着
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

P.N　はちみつクマさん 

  

 

月岡　塩谷　節子（63） 

 

P.N　ツバサ 

 

 

 

　
　
　
　
短
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠 

融
け
き
ら
ぬ
雪
庭
隅
に
あ
ら
し
め
て
年
を
迎
ふ
と
孫
ら
を
待
て
り
　
　
　 

筑
波
嶺
の
笠
の
か
た
ち
に
沒
り
つ
つ
に
歳
晩
の
月
朱
の
色
含
む 

粗
に
雑
に
老
い
深
め
し
が
新
年
を
迎
ふ
気
負
ひ
の
淡
淡
と
あ
り 

 

　
　
　
　
俳
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰 

波
一
つ
一
つ
に
初
日
さ
し
は
じ
む
　
　
　
　
　   

汀
ま
で
寄
せ
る
金
波
や
初
日
の
出
　
　
　
　       

初
凪
ぎ
の
空
か
も
め
飛
び
鳶
が
舞
ひ
　
　
　
　
　 

 

　
　
　
　
俚
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月 

操
た
て
縞
堅
そ
に
見
え
て
も
ろ
く
崩
れ
る
霜
柱 

虎
落
笛
吹
く
木
枯
止
ん
で
背
戸
に
落
葉
の
吹
き
溜
り
　
　
　
　
　
　
　
　 

晴
れ
の
新
婚
連
れ
立
つ
二
人
心
嬉
し
い
嫁
結
び 

 

　
　
　
　 

　
　
　
　
あ
け
ま
し
て
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
は
、
選
者 

　
　
　
み
な
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
　
　
　
来
月
か
ら
は
、
み
な
さ
ん
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、 

　
　
　
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　 

 

も
が
り
ぶ
え 

な
ぎ
さ 



⒁

ま
ち
の
話
題
で
き
ご
と 

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の 

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い 

 ︵
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
︶

　
八
郷
町
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
（
吉

田
と
し
子
会
長
）
に
よ
る
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

　
養
成
講
座
が
十
二
月
十
六
日
に
八
郷
高
校
で

行
わ
れ
、
三
年
一
組
の
生
徒
二
十
二
名
に
対
し
、

栄
養
指
導
を
し
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
食
改
活
動
と
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
、
一
日
の
食
事
摂
取

量
や
食
事
の
組
み
合
わ
せ
方
、
献
立
の
作
り
方

の
指
導
と
肥
満
度
の
測
定
な
ど
が
行
わ
れ
、
調

理
実
習
に
入
り
ま
し
た
。
実
習
で
は
、
高
校
生

が
必
要
と
す
る
栄
養
分
に
見
合
っ
た
献
立
が
用

意
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
に
取
組
ん
で
い
ま

し
た
。 

　
吉
田
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
高
校
を
卒
業
す
れ

ば
、
一
人
暮
ら
し
を
す
る
人
も
出
て
く
る
で
し

ょ
う
。
自
分
の
食
事
は
自
分
で
作
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

生
徒
た
ち
か
ら
は
「
料
理
っ
て
楽
し
い
」

な
ど
と
い
っ
た
声
も
あ
が
り
、
大
変
好
評

で
し
た
。 

　
第
十
三
回
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
で
柿
岡
小
学
校
が
こ
の
ほ
ど
、
団
体
の
部

で
「
財
団
法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
普
及

協
会
理
事
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
国
民
の
皆
様
に
国
際
協
力
に
対
す

る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
十

三
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

　
個
人
部
門
と
団
体
部
門
の
募
集
に
対
し
て
全

国
で
一
万
九
千
八
百
九
十
六
点
も
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の
も
と
団
体
の

部
で
全
国
二
十
五
校
の
一
校
に
選
ば
れ
ま

し
た
。 

　
応
募
さ
れ
た
作
品
に
は
、
開
発
途
上
国
の
人
々

の
幸
福
と
自
立
や
、
平
和
を
願
う
熱
い
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
感
動
作
品
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

　
十
二
月
十
七
日
に
柿
岡
小
学
校
で
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
岡
本
校
長
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
文
を
通
し
て
、
児
童
た
ち
み
ん
な
が
開
発

途
上
地
域
の
人
々
の
福
祉
の
向
上
、
援
助
活
動

の
支
援
の
大
切
さ
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
り
ま

し
た
。 

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が
八
郷
高
生
に
栄
養
指
導 

  
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
理
事
長
賞 

 

   

　
十
月
十
五
日
、林
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

親
子
で
林
小
学
校
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
ま
で
の
四
㌔
を
三
時
間
か
け
て
ゴ
ミ

を
拾
い
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
ゴ
ミ
の
多
さ
に
お
ど
ろ
き
、ポ
イ
捨

て
が
い
け
な
い
と
少
し
で
も
感
じ
る
こ

と
が
で
き
て
、歩
く
会
は
大
成
功
で
し
た
。 

   

　 

           

　
八
郷
町
文
化
協
会（
上
田
孝
之
会
長
）

発
足
四
〇
周
年
記
念
事
業
が
、
十
一
月

七
日
か
ら
十
一
日
ま
で
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
絵
画
・
写
真
・
書

道
・
盆
栽
・
菊
花
な
ど
の
作
品
展
示

や
、
町
内
の
巨
樹
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
九
日
の
記
念
式
典
に
は
、
郷
土

芸
能
や
各
種
団
体
の
発
表
が
披
露
さ
れ
、

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

  

林
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

    

親
子
歩
く
会
で
ゴ
ミ
拾
い 

町
文
化
協
会 

　
四
〇
周
年
記
念
事
業 
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⒂

   

　
葦
穂
小
学
校
（
吉
川
栄
之
校
長
）
で
十
二
月

九
日
、
全
校
児
童
百
十
八
人
を
対
象
に
自
由
授

業
・
親
子
体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
児
童
た
ち
と
科
学
を
身
近
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
体
育
館
で
は
東
京
電
力

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
が
行
わ
れ
、
身
近
な

電
気
と
の
関
わ
り
や
、
電
気
を
作
る
資
源
、
電

気
を
作
る
仕
組
み
な
ど
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

次
は
ソ
ー
ラ
ー
オ
ル
ゴ
ー
ル
作
り
。
完
成
し
た

オ
ル
ゴ
ー
ル
を
太
陽
に
当
て
る
と
き
れ
い
な

音
色
が
流
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
満
足
そ
う
で

し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
会
場
を
分
け
、
一
・
二
年
生
は
体

育
館
で
植
物
の
種
の
お
勉
強
、
三
―
六
年
生
は 

   

図
工
室
で
国
立
科
学
博
物
館
の
金
子
俊
郎
氏
を

講
師
に
招
き
、
身
近
な
も
の
を
使
っ
て
の
電
池

作
り
と
、
携
帯
用
カ
イ
ロ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
小
学
校
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
十
七
年

度
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
践
校
と
な
っ
て
お
り
、

全
国
の
小
学
校
二
十
六
校
の
中
の
一
校
に
な
り

ま
す
。
古
谷
田
教
頭
は
「
科
学
と
日
常
を
結
び

つ
け
る
こ
の
よ
う
な
体
験
が
、
子
ど
も
た
ち
と

科
学
を
近
づ
け
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
情
熱
を
込
め
て
話
し

ま
す
。
吉
川
校
長
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
践
校
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
反
省
点
を
含
め
て
積
極
的

に
取
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
大
阪

市
で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
第
十
七
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
、
柿
中
三
年
の
上
野

茉
莉
さ
ん
が
茨
城
県
選
手
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。 

　
同
大
会
に
は
全
国
か
ら
男
女
と
も
に
四
十
八

の
都
道
府
県
が
集
ま
り
、
予
選
リ
ー
グ
戦
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
行
い
、
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
茨
城
は
、
予
選
で
同

ブ
ロ
ッ
ク
の
沖
縄
、
岩
手
と
対
戦
し
、
一
勝
一

敗
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
、
初
戦
で
石

川
と
対
戦
し
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
一
対
二
で
惜

し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
。
同
大
会
で
上
野
さ
ん

は
レ
フ
ト
を
務
め
、
三
試
合
フ
ル
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。 

　
上
野
さ
ん
は
「
試
合
で
は
初
め
緊
張
し
ま
し

た
が
、
そ
の
う
ち
慣
れ
て
自
分
ら
し
い
試
合
が

出
来
ま
し
た
」
と
試
合
を
振
り
返
り
ま
す
。
嶋

田
稔
顧
問
は
「
何
で
も
吸
収
し
よ
う
と
い
う
気

持
ち
が
人
一
倍
強
い
で
す
。
選
抜
の
監
督
も
良

い
目
を
し
て
取
組
ん
で
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し

た
」
と
上
野
さ
ん
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。 

　
上
野
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

続
け
る
そ
う
で
、
将
来
は
人
の
役
に
立
つ
仕
事

に
就
き
た
い
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

科
学
が
よ
り
身
近
な
も
の
に 

 

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
に
柿
中
の
上
野
さ
ん 

  

          

■
訂
正
　
広
報
や
さ
と
十
二
月
号

十
ペ
ー
ジ
「
学
校
あ
れ
こ
れ
⑫
」
に
園

部
小
学
校
と
あ
り
ま
し
た
が
、
園
部
中

学
校
の
誤
り
で
す
。
訂
正
す
る
と
と
も

に
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

   

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
正
月
は
い
か
が

で
し
た
か
。
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

迫
っ
て
く
る
広
報
の
締
め
切
り
に
焦
り

な
が
ら
も
、
家
で
テ
レ
ビ
鑑
賞
に
浸
っ

て
い
ま
し
た
。い
わ
ゆ
る
寝
正
月
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
某
テ
レ
ビ
番
組
で
、

工
場
会
社
を
立
て
直
そ
う
と
、
「
ト
ヨ

タ
方
式
」
を
取
り
入
れ
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
放
送
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
で
す
が
、
基
本
は
「
整
理
・
整
頓
」

だ
そ
う
で
す
。
工
場
を
き
れ
い
に
す
る

こ
と
で
異
常
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

改
善
策
が
見
出
せ
る
と
の
こ
と
。
自
分

の
机
も
整
理
整
頓
が
必
要
か
な
。
（
Ｋ
） 

 

 

編
集
室 



⒃

◎農地を農地として所有権、賃貸借権等の権利の移転・設定をするときは、農地法の3条許可が必要です。 

　譲受人が町内の方…………農業委員会の許可 

　譲受人が町外の方…………農業委員会の許可 

◎農地を農地以外、(住居、資材置場等)に転用するときは農地法４条、５条許可（県知事許可）が必要です。 

　自分の農地を農地以外の地目に転用するとき…４条許可 

　売買、賃貸等により譲受人が農地以外の地目に転用するとき…５条許可 

 

 

農地を転用する場合には、法律上の制限があります。 

また、許可申請の手続きには複雑な部分もあります。 

許可申請前に、農業委員会に相談した方が円滑に手続きを進めることがで 

きます。 

 

 

対象農地の 

①登記簿謄本　②地番を表示する図面　③土地の位置、付近の状況を表示 

　する図面 

④建物等を建設する場合は、建物、施設の面積、位置及び施設間の距離を 

　表示する図面 

⑤土地改良区の地域内にある場合は、その土地改良区の意見書 

　※　法人の場合は、定款、法人登記簿謄本等も必要です。 

⑥その他必要な書類 

 

農地を売買等するには、農業委員会の許可を受けなければなりません。 

まず事前に相談を 
 

申請に必要な書類 
 

一時的な農地転用にも届出が必要 
採草放牧地の転用にも許可が必要 
田から畑への地目変更も地目変更届願が必要 
 

一時的な農地転用にも届出が必要 
採草放牧地の転用にも許可が必要 
田から畑への地目変更も地目変更届願が必要 
 

● 
● 
● 

農地を転用する場合には、農地法上の制限があります。 

申請前に地元農業委員さんか農業委員会事務局に事前に相談してください。 
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県知事が工事等を中止させ、もとの農地に復元 
させることがあります。 
違反した場合、3年以下の懲役、300万円以下の 
罰金に処せられます。 

●問い合わせ先　農業委員会事務局（内線1251） 

県知事が工事等を中止させ、もとの農地に復元 
させることがあります。 
違反した場合、3年以下の懲役、300万円以下の 
罰金に処せられます。 

●問い合わせ先　農業委員会事務局（内線1251） 

無断転用は法律違反です。 
 無断転用には厳しい措置が！ 
 

無断転用は法律違反です。 
 無断転用には厳しい措置が！ 
 

農地などの転用は 
許可が必要です。 
 

農地などの転用は 
許可が必要です。 
 

農地などの転用は 
許可が必要です。 
 


